
　

子
宮
頸
が
ん
の
原
因
と
な

る
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル

ス
（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
）
感
染
を
防
ぐ

ワ
ク
チ
ン
の
定
期
接
種
に
つ

い
て
、
８
年
前
か
ら
中
止
し

て
い
た
積
極
的
な
接
種
勧
奨

を
再
開
す
る
こ
と
が
決
定
さ

れ
た
。
こ
の
ワ
ク
チ
ン
は
、

２
０
１
３
年
定
期
接
種
と
な

る
が
、
そ
の
前
後
か
ら
接
種

者
か
ら
多
様
な
症
状
を
訴
え

る
声
が
相
次
ぎ
、
同
年
定
期

接
種
の
位
置
付
け
を
維
持
し

つ
つ
も
、
積
極
的
勧
奨
を
差

し
控
え
る
通
知
が
発
出
さ
れ

た
。

　

再
開
の
背
景
に
は
、
無

論
、
ワ
ク
チ
ン
の
健
康
被
害

に
関
す
る
エ
ビ
デ
ン
ス
の
蓄

積
が
あ
る
が
、
や
は
り
新
型

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
劇
的
な

効
果
が
世
論
に
影
響
を
与
え

た
こ
と
も
大
き
な
要
因
で
あ

ろ
う
。
実
際
、
マ
ス
メ
デ
ィ

ア
も
、
過
去
と
は
大
き
く
違

い
比
較
的
好
意
的
な
論
調
の

も
の
が
多
い
。

　

過
去
に
遡
れ
ば
、
致
死
率

の
高
い
天
然
痘
へ
の
ワ
ク
チ

ン
が
開
発
さ
れ
世
界
か
ら
天

然
痘
が
根
絶
さ
れ
た
り
、
ポ

リ
オ
の
生
ワ
ク
チ
ン
を
当
時

の
厚
生
労
働
大
臣
が
「
責
任

は
す
べ
て
私
に
あ
る
」
と
言

っ
て
、
超
法
規
的
措
置
で
ソ

ビ
エ
ト
か
ら
緊
急
輸
入
し
て

１
０
０
０
万
を
超
え
る
子
ど

も
た
ち
に
ワ
ク
チ
ン
を
し
劇

的
な
効
果
を
上
げ
た
り
と
、

こ
の
時
代
、
ワ
ク
チ
ン
は
救

世
主
と
し
て
崇
め
ら
れ
た
。

　

そ
の
後
、
感
染
症
に
よ
る

死
亡
が
著
減
す
る
中
、
避
け

る
こ
と
の
で
き
な
い
予
防
接

種
の
副
反
応
に
よ
る
健
康
被

害
が
社
会
問
題
と
な
っ
て
き

た
。
感
染
症
罹
患
の
不
安
よ

り
も
ワ
ク
チ
ン
副
反
応
の
不

安
へ
と
世
論
は
流
れ
、
義
務

化
し
て
い
た
法
は
改
正
さ
れ

て
い
き
、「
罰
則
規
定
の
廃

止
」、
そ
の
後
、「
義
務
の
努

力
義
務
化
」、
さ
ら
に
「
Ｈ

Ｐ
Ｖ
の
積
極
的
勧
奨
の
中

止
」
と
い
う
出
来
事
に
繋
が

っ
て
い
る
。

　

欧
米
は
、
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ

ン
の
義
務
化
に
つ
い
て
大
き

な
議
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る

が
、
我
が
国
に
お
い
て
は
、

行
政
・
世
論
は
ま
だ
ま
だ
及

び
腰
で
あ
る
。
そ
ろ
そ
ろ
義

務
化
に
つ
い
て
も
再
検
討
す

べ
き
で
は
な
い
か
。
ワ
ク
チ

ン
行
政
は
、
そ
の
時
々
の
知

見
、
世
論
に
よ
っ
て
大
き
く

積
極
的
姿
勢
と
消
極
的
姿
勢

に
振
り
子
時
計
の
よ
う
に
振

れ
て
い
る
。
い
や
、
螺
旋
階

段
の
よ
う
に
右
左
に
振
れ
な

が
ら
も
よ
り
良
い
政
策
に
な

る
よ
う
に
登
っ
て
い
か
な
く

て
は
な
ら
な
い
。

（DeNA C.M.O,C.H.O.　
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慶
應
義
塾
大
学
病
院　
　

　
　
　

年
末
年
始
の
休
診

年
末
年
始
は
、
12
月
30
日（
木
）よ
り
1

月
4
日（
火
）の
間
、休
診
と
な
り
ま
す
。

病
　
院
　
長

頑張る先生の未来をお守りしたい。

引受保険会社：東京海上日動火災保険㈱

ミッションです。個人
賠償

弁護士
費用等 携行品 ホｰル

インワン

ご加入はWEBと書面の 2通りです。 同梱パンレット

WEB完結

WEBは面倒な書類の
ご記入やご捺印が不要。

NEW

書面・郵送
締切 :2022年 2月 25日

※産業医等活動保険は同梱の
　パンフレットをご覧ください。

それが
慶應学術事業会の国内

医療
事故

団体
割引
１５％

弁護士
費用

自動
更新

医療
訴訟
対応

年 月作成

書面・郵送
締切 :2022年 2月 25日

◆三四会員の皆様だけの特別な保険でございます。
◆日常生活を4つの保険と4つのオプションでサポート。
◆詳細は同梱のパンフレットをご覧ください。

傷害
がん
補償

医療
保険

所得
補償

秋
の
叙
勲 

受
章
者
一
覧

第126回慶應義塾大学医学部生涯教育研修セミナー
日　　時　2022年2月12日（土）午後3:00～6:00
方　　法　Web配信
　　　　　※参加費無料・事前登録制（お申込多数の場合は先着順となります。）
　　　　　※�詳細は慶應義塾大学医学部のWebサイト（http://www.med.keio.ac.jp/）の

『ニュース』をご確認ください。
参加対象　�慶應義塾大学医学部、三四会、慶應医師会、慶應義塾大学関連・紹介病院、東京

都地区医師会に所属する医師
講 演 会　『神経変性疾患における最近の話題』
　　　　　　　モデレーター　中原　仁� （慶應義塾大学医学部内科学教室（神経）教授）
　１　「パーキンソン病を知る ～診断と最新治療～」
　　　　關　守信（慶應義塾大学医学部内科学教室（神経）専任講師）
　2　「iPS細胞技術を用いた神経変性疾患の病態解析・創薬・臨床試験」
　　　　岡野　栄之（慶應義塾大学医学部生理学教室 教授）
　3　「認知症に関する最近の話題」
　　　　下濱　俊（�医療法人社団慈誠会 認知症センター長 兼 慈誠会記念病院特任院長・

札幌医科大学名誉教授・慶應義塾大学医学部内科学教室（神経）客員教授）
　日医生涯教育制度参加証交付　１.5単位（カリキュラムコード：62、0、29）
お問合せ　慶應義塾大学信濃町キャンパス総務課内　生涯教育研修セミナー事務局
　　　　　Tel：03-5363-36１１　　E-mail：med-somu-3@adst.keio.ac.jp
� 次回セミナー開催予定：2022年6月25日

「
医
学
部
新
年
祝
賀
式
」
お
よ
び
「
坂
口
光
洋
記
念
慶
應
義
塾
医
学
振

興
基
金
に
基
づ
く
慶
應
医
学
賞 

ラ
イ
ジ
ン
グ
・
ス
タ
ー
賞
授
賞
式
」

の
開
催
に
つ
い
て
（
ご
案
内
）

 

医
学
部
長　

金
井　

隆
典

　

医
学
部
で
は
毎
年
新
春
に
教
職
員
お
よ
び
三
四
会
員
に
よ
る
祝
賀
式
を
催
し
て
お
り

ま
す
が
、
こ
の
度
、
新
年
祝
賀
式
を
下
記
に
よ
り
開
催
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
感
染
拡
大
の
た
め
、
関
係
者
の
み
で
執

り
行
い
、
式
典
の
様
子
は
オ
ン
ラ
イ
ン
［
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
］
で
配
信
い
た
し
ま
す
。
以
下
よ

り
ご
参
加
賜
り
ま
す
よ
う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

　

な
お
、
本
祝
賀
式
と
併
せ
「
坂
口
光
洋
記
念
慶
應
義
塾
医
学
振
興
基
金
に
基
づ
く
慶

應
医
学
賞 

ラ
イ
ジ
ン
グ
・
ス
タ
ー
賞
授
賞
式
」
を
執
り
行
い
ま
す
。

記

日　
　
　

時　

２
０
２
２
年
1
月
5
日（
水
）11
時
か
ら
12
時
30
分

ウ
ェ
ビ
ナ
ー
Ｉ
Ｄ　

810 2615 0753

配
信
Ｕ
Ｒ
Ｌ　

https://keio-univ.zoom.us/j/81026150753

※
下
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
も
ご
視
聴
い
た
だ
け
ま
す

　

慶
應
医
学
賞
は
世
界
の
医

学
・
生
命
科
学
の
領
域
に
お

い
て
医
学
を
中
⼼
と
し
た
諸

科
学
の
発
展
に
寄
与
す
る
顕

著
、
か
つ
創
造
的
な
研
究
業

績
を
あ
げ
た
研
究
者
を
顕
彰

す
る
こ
と
に
よ
り
、
世
界
の

医
学
・
生
命
科
学
の
発
展
に

寄
与
し
、
ひ
い
て
は
⼈
類
の

幸
福
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目

指
し
て
お
り
、
歴
代
受
賞
者

が
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受
賞
す
る

な
ど
国
内
で
も
他
に
類
を
見

な
い
賞
で
す
。
第
26
回
目
と

な
っ
た
本
年
は
、「
生
命
活

動
に
お
い
て
重
要
な
機
能
分

子
の
構
造
生
物
学
的
研
究
」

の
研
究
テ
ー
マ
に
よ
り
東
京

大
学
大
学
院
理
学
系
研
究
科

教
授
の
濡
木
理
博
士
と
「
メ

ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
Ｒ
Ｎ
Ａ
ワ
ク

チ
ン
開
発
に
つ
な
が
る
基
礎

研
究
」
の
研
究
テ
ー
マ
に
よ

り
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
大
学
医

学
部
客
員
教
授
・BioNTech 

SE

社
上
席
副
社
長
の
カ
タ

リ
ン
・
カ
リ
コ
博
士
が
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。

　

12
月
６
日
に
濡
木
理
博
士

に
よ
る
受
賞
記
念
講
演
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
濡
木
博
士

は
、
特
に
タ
ン
パ
ク
質
や
ヌ

ク
レ
オ
チ
ド
な
ど
の
高
分
子

の
分
子
構
造
を
研
究
す
る
学

問
で
あ
る
構
造
生
物
学
の
世

界
的
な
先
駆
者
で
す
。
こ
れ

ま
で
、
Ｘ
線
結
晶
構
造
解
析

お
よ
び
ク
ラ
イ
オ
電
子
顕
微

鏡
を
用
い
て
ｔ
Ｒ
Ｎ
Ａ
修
飾

酵
素
な
ど
の
Ｒ
Ｎ
Ａ
‐
タ
ン

パ
ク
質
複
合
体
、
Ｇ
タ
ン
パ

ク
質
共
役
型
受
容
体
、
膜
輸

送
体
な
ど
生
命
現
象
の
鍵
と

な
る
分
子
の
三
次
元
構
造
を

解
明
し
て
き
た
の
み
な
ら

ず
、
そ
れ
ら
分
子
の
生
物
学

的
機
能
も
明
ら
か
に
し
て
き

ま
し
た
。
近
年
はCRISPR-

慶應医学賞受賞記念講演慶應医学賞受賞記念講演
ウェビナー開催ウェビナー開催２０２１年度

Cas9

の
立
体
構
造
を
世
界

で
初
め
て
解
明
し
、
ゲ
ノ
ム

編
集
に
基
づ
く
創
薬
へ
の
道

を
切
り
開
き
ま
し
た
。
今
回

の
ご
講
演
で
は"Molecular 

M
echanism

s of Non-
coding RNA-protein 
Complexes and Membrane 
Proteins"

と
い
う
テ
ー
マ

で
、
生
体
分
子
の
作
動
機
構

に
迫
る
こ
れ
ま
で
の
ご
自
身

の
研
究
と
医
学
に
お
け
る
応

用
と
を
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

濡
木
先
生
の
研
究
の
中
⼼

と
な
っ
て
い
る
分
子
の
一
つ

に
、
膜
タ
ン
パ
ク
質
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
ら
は
高
等
真
核

生
物
を
特
徴
づ
け
る
脳
の
神

経
伝
達
に
お
い
て
中
⼼
的
役

割
を
果
た
し
て
い
る
分
子

で
、
ご
講
演
の
中
で
は
光
、

音
、
温
度
、
電
位
の
物
理
刺

激
が
如
何
に
チ
ャ
ネ
ル
を
開

閉
し
て
い
る
の
か
に
つ
い
て

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
ミ
ク
ロ

の
世
界
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な

1
つ
1
つ
の
分
子
の
動
き
が

生
体
の
重
要
な
機
能
を
担
っ

て
い
る
と
い
う
世
界
は
想
像

も
つ
か
ず
、
そ
の
一
瞬
の

“
生
き
て
い
る
”
動
き
を
捉

え
る
繊
細
な
研
究
に
参
加
者

は
感
嘆
と
共
に
聞
き
入
り
ま

し
た
。

　

慶
應
義
塾
で
は
、
教
職
員

を
対
象
と
し
て
「
福
澤
賞
」

「
義
塾
賞
」
を
授
与
し
、
そ

の
業
績
を
称
え
て
い
る
。
福

澤
賞
は
特
に
学
問
水
準
の
向

上
に
寄
与
す
る
研
究
業
績
を

あ
げ
た
者
を
対
象
と
し
て
お

り
、
義
塾
賞
は
学
術
上
有
益

な
研
究
業
績
を
あ
げ
た
者
、

教
育
実
践
上
の
功
績
を
あ
げ

た
者
、
教
育
行
政
上
の
功
績

を
挙
げ
た
者
を
対
象
と
し
て

い
る
。

　

２
０
２
１
年
度
は
福
澤
賞

2
名
、
義
塾
賞
14
名
が
受
賞

し
た
が
、
医
学
部
か
ら
末
松

誠
君
（
62
回
）
が
福
澤
賞

を
、
福
田
恵
一
君
（
62
回
）

が
義
塾
賞
を
受
賞
し
た
。

量
性
」
だ
と
お
っ
し
ゃ
い
ま

し
た
。
ガ
ス
バ
イ
オ
ロ
ジ
ー

研
究
を
医
学
に
応
用
し
た
い

と
考
え
た
80
年
代
後
半
、
当

時
の
生
化
学
で
は
気
の
利
い

た
教
科
書
で
も
ヘ
モ
グ
ロ
ビ

ン
が
酸
素
の
輸
送
と
放
出
に

関
係
し
、
一
酸
化
窒
素
が
血

管
拡
張
に
寄
与
す
る
こ
と
く

ら
い
し
か
記
載
が
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
１
９
９
５
年
に

一
酸
化
炭
素
が
肝
臓
の
類
洞

血
管
の
拡
張
に
寄
与
し
、
低

い
血
管
抵
抗
を
維
持
し
て
解

毒
能
を
維
持
す
る
こ
と
を
発

見
で
き
た
の
は
幸
運
で
し

た
。
外
科
医
が
肝
臓
の
止
血

を
す
る
時
に
は
肝
臓
の
縁
を

数
セ
ン
チ
上
げ
る
だ
け
で
よ

い
こ
と
を
移
植
班
の
先
生
方

か
ら
教
え
て
い
た
だ
い
た
の

も
思
い
切
り
合
点
が
い
き
ま

し
た
。

　

生
体
内
で
は
黒
衣
の
よ
う

な
極
小
代
謝
物
で
あ
る
ガ
ス

と
生
物
作
用
機
序
を
解
明
す

る
過
程
で
、
一
酸
化
炭
素
だ

　

令
和
３
年
度
の
福
澤
賞
授

賞
の
栄
誉
を
い
た
だ
き
ま
し

て
、
伊
藤
公
平
塾
長
お
よ
び

塾
関
係
者
の
皆
様
に
⼼
か
ら

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た

「
ガ
ス
バ
イ
オ
ロ
ジ
ー
の
創

成
に
よ
る
代
謝
シ
ス
テ
ム
医

学
の
推
進
と
応
用
」
を
共
に

研
究
を
進
め
て
く
れ
た
医
化

学
教
室
の
皆
さ
ん
、
国
内
外

の
す
べ
て
の
共
同
研
究
者
の

方
々
に
こ
の
場
を
借
り
て
改

め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

11
月
12
日
午
後
、
三
田
キ

ャ
ン
パ
ス
の
西
校
舎
ホ
ー
ル

で
授
賞
式
が
あ
り
ま
し
た
。

授
章
の
ス
ピ
ー
チ
で
も
触
れ

ま
し
た
が
、
小
生
に
と
っ
て

は
医
学
部
4
年
の
時
に
歌
舞

伎
研
究
会
の
一
員
と
し
て
同

じ
舞
台
に
立
ち
、「
伊
勢
音

頭
」
と
い
う
歌
舞
伎
十
八
番

の
一
つ
に
も
数
え
ら
れ
る
演

目
で
、
妖
刀
「
青
江
下
坂
」

で
切
ら
れ
て
落
命
す
る
仲
居

の
万
野
と
い
う
女
形
を
や
り

（
や
ら
さ
れ
）
ま
し
た
。
大

講
堂
で
満
員
の
観
客
の
皆
様

が
来
て
下
さ
り
、
万
雷
の
拍

手
と
握
り
銭
を
浴
び
た
経
験

は
「
本
当
に
慶
應
義
塾
大
学

に
入
学
し
て
良
か
っ
た
」
と

思
え
る
瞬
間
で
し
た
。

　

小
生
は
医
学
部
卒
業
後
、

内
科
学
教
室
の
土
屋
雅
春
教

授
（
故
⼈
32
回
）
に
師
事
し

ま
し
た
が
、
留
学
後
に
石
村

巽
教
授
（
京
都
大
学
早
石
研

の
ご
出
身
）
の
下
で
医
化
学

の
研
究
を
始
め
ま
し
た
。
土

屋
教
授
は
、
組
織
を
潰
し
て

タ
ン
パ
ク
質
や
代
謝
物
を
解

析
す
る
生
化
学
は
信
じ
ら
れ

な
い
と
い
う
の
が
口
癖
で
、

一
方
石
村
教
授
は
、
生
化
学

の
基
本
は
「
化
学
量
論
・
定

　

こ
の
度
の
義
塾
賞
受
賞
に

あ
た
り
、
ご
推
薦
と
ご
尽
力

を
頂
き
ま
し
た
金
井
隆
典
医

学
部
長
を
は
じ
め
関
係
各
位

の
ご
尽
力
に
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　

私
が
１
９
８
３
年
に
医
学

部
を
卒
業
後
、
直
ち
に
大
学

院
に
入
り
、
故
横
山
哲
郎
先

生
が
主
催
す
る
呼
吸
循
環
器

内
科
に
入
局
し
、
中
村
芳
郎

先
生
（
老
年
内
科
教
授
）
の

ご
指
導
を
受
け
ま
し
た
。
堀

進
悟
先
生
（
救
急
科
教
授
）

の
直
接
の
ご
指
導
で
大
動
物

を
用
い
た
虚
血
再
灌
流
の
際

の
⼼
筋
代
謝
の
研
究
に
携
わ

り
ま
し
た
。
実
験
機
器
は
自

ら
の
手
で
制
作
す
る
と
こ
ろ

か
ら
研
究
が
始
ま
る
こ
と

を
、
身
を
も
っ
て
体
験
い
た

し
ま
し
た
。
中
沢
博
恵
先
生

（
東
海
大
学
教
授
）、
吉
野

秀
朗
先
生
（
杏
林
大
学
教

授
）、
佐
藤
徹
先
生
（
杏
林

大
学
教
授
）、
足
立
健
先
生

（
防
衛
医
大
教
授
）
と
と
も

に
、
実
験
結
果
を
ど
う
判
断

す
れ
ば
よ
い
か
、
と
も
に
頭

を
悩
ま
せ
た
こ
と
は
現
在
に

繋
が
っ
て
い
る
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

⼼
臓
病
の
研
究
も
遺
伝
子

レ
ベ
ル
の
研
究
を
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
、
国
立
が
ん

セ
ン
タ
ー
研
究
所
の
山
口
建

先
生
（
静
岡
県
立
が
ん
セ
ン

タ
ー
総
長
）
の
も
と
に
国
内

留
学
し
、
分
子
生
物
学
的
研

究
の
イ
ロ
ハ
を
ご
指
導
頂
き

ま
し
た
。
そ
の
後
米
国
ハ
ー

バ
ー
ド
大
学
、
ミ
シ
ガ
ン
大

学
に
留
学
致
し
ま
し
た
。

　

留
学
中
に
小
川
聡
先
生

（
循
環
器
内
科
教
授
）
か
ら

お
声
が
か
か
り
、
教
室
に
帰

る
機
会
を
頂
き
、
多
く
の
若

手
研
究
者
達
と
⼼
臓
病
の
病

態
解
明
に
関
す
る
分
子
生
物

学
的
解
析
と
再
生
医
療
の
研

究
に
従
事
い
た
し
ま
し
た
。

当
初
は
骨
髄
細
胞
、
そ
の
後

は
ヒ
ト
Ｅ
Ｓ
細
胞
、
ｉ
Ｐ
Ｓ

細
胞
か
ら
⼼
筋
細
胞
を
再
生

し
、
⼼
不
全
治
療
に
応
用
す

る
研
究
を
中
⼼
に
仕
事
を
進

め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の

成
果
が
評
価
さ
れ
、
２
０
０

５
年
に
再
生
医
学
教
授
、
２

０
１
０
年
に
循
環
器
内
科
教

授
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

教
室
を
引
き
継
い
だ
後
は

構
造
的
⼼
疾
患
に
対
す
る
カ

テ
ー
テ
ル
治
療
、
希
少
疾
患

（
肺
高
血
圧
、
フ
ァ
ブ
リ
ー

病
、
ア
ミ
ロ
イ
ド
ー
シ
ス

等
）
の
集
学
的
治
療
、
基
礎

研
究
か
ら
臨
床
応
用
へ
の
ト

ラ
ン
ス
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
研
究

に
力
を
注
ぎ
ま
し
た
。
そ
の

間
、
約
20
名
の
後
輩
を
次
々

と
他
学
の
教
授
（
安
斎
俊
久

北
海
道
大
教
授
、
足
立
教

授
、
副
島
京
子
杏
林
大
教

授
、
河
村
朗
夫
国
際
医
療
福

祉
大
教
授
、
前
川
裕
一
郎
浜

松
医
大
教
授
、
家
田
真
樹
筑

波
大
教
授
、
片
岡
雅
晴
産
業

医
大
教
授
等
）
に
輩
出
す
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
ま

た
、
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
を
用
い
た

⼼
筋
再
生
医
療
を
具
現
化
す

る
た
め
、
大
学
発
バ
イ
オ
ベ

ン
チ
ャ
ー
で
あ
る
ハ
ー
ト
シ

ー
ド
社
を
設
立
し
、
世
界
共

同
治
験
を
目
指
し
て
お
り
ま

す
。

　

今
後
も
微
力
な
が
ら
慶
應

義
塾
の
発
展
、
教
室
後
輩
の

⼈
材
育
成
、
再
生
医
療
の
具

現
化
に
尽
力
し
て
参
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

を
交
え
、
自
身
の
研
究
が
目

指
す
更
な
る
展
望
に
つ
い
て

熱
い
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し

た
。

濡
木
博
士
に
よ
る
ウ
ェ
ビ
ナ
ー

本
田
教
授
、
岡
野
教
授
、
塩
見
教
授
が
加
わ
り
、

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た　
　
　
　
　

２
０
２
２
年
２
月
15
日
、
海
外
受
賞
者
で
あ
る
カ
リ
コ
博
士
の
受
賞
講
演
が
開
催
さ
れ
る

11月12日に行われた表彰式にて。
前列左から2番目が末松君、後列右から3番目が福田君

２
０
２
１
年
度
福
澤
賞
・
義
塾
賞

末
松
誠
君（
62
回
）、福
田
恵
一
君（
62
回
）が
受
賞

義
塾
賞
を
受
賞
し
て

福
澤
賞
を
受
賞
し
て

循
環
器
内
科
教
授

福
田 

恵
一（
62
回
）

医
化
学
教
室
教
授

末
松
　 

誠（
62
回
）

け
で
な
く
、
ポ
リ
ス
ル
フ
ィ

ド
や
短
鎖
脂
肪
酸
な
ど
多
彩

な
代
謝
物
が
異
な
る
受
容
体

を
介
し
て
多
彩
な
生
物
作
用

に
関
与
す
る
こ
と
が
発
見
で

き
ま
し
た
。
田
中
耕
一
博
士

に
よ
り
質
量
分
析
技
術
の
ブ

レ
イ
ク
ス
ル
ー
が
あ
っ
た
お

か
げ
で
、
数
百
の
低
分
子
代

謝
物
の
組
織
内
定
量
的
イ
メ

ー
ジ
ン
グ
技
術
で
国
の
支
援

で
完
成
す
る
こ
と
が
で
き
、

未
だ
謎
の
多
い
「
近
接
場

光
」
と
い
う
物
理
現
象
を
利

用
し
て
、
が
ん
の
病
理
組
織

ス
ラ
イ
ス
で
薬
剤
耐
性
に
関

わ
る
活
性
硫
黄
種
を
定
量
的

に
撮
像
が
で
き
た
の
も
、
自

分
な
り
に
二
⼈
の
師
匠
の
想

像
を
超
え
て
「
歌
舞
く
」
こ

と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
こ
の
授
賞
を
機
会
に
研

究
に
邁
進
し
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

構
造
を
理
解
す
る
こ
と
で

臨
床
応
用
や
実
用
化
に
繋
げ

る
、
と
い
う
こ
と
が
濡
木
博

士
の
研
究
が
体
現
し
て
い
る

理
念
だ
と
い
え
ま
す
。
昨
年

に
引
き
続
き
オ
ン
ラ
イ
ン
の

開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、
基

礎
研
究
を
極
め
る
こ
と
で
得

ら
れ
た
知
見
こ
そ
、
臨
床
応

用
に
直
接
結
び
つ
く
の
だ
と

い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
強
く
伝

わ
っ
て
く
る
ご
講
演
で
し

た
。

 

（
5
年　

岩
田
純
奈
、

　
　
　

4
年　

銭
映
美
）

旭
日
双
光
章

沖
　 

一
郎（
解
58
回
）

〈
保
健
衛
生
功
労
〉

（
一
社
）苫
小
牧
市
医
師
会
会
長

（
医
）保
生
会
沖
医
院
院
長

（
一
財
）ハ
ス
カ
ッ
プ
プ
ラ
ザ
理
事
長

２
０
２
１
年
苫
小
牧
三
田
会
会
長

旭
日
双
光
章（
２
０
０
９
年
藍
綬
褒
章
）

田
中
　 

義（
内
53
回
）

〈
保
健
衛
生
功
労
〉

元　
（
公
社
）前
橋
市
医
師
会
会
長

（
医
）田
中
醫
院
院
長

瑞
宝
中
綬
章

三
浦 

総
一
郎（
内
55
回
）

〈
防
衛
教
育
功
労
〉

元　

防
衛
医
科
大
学
校
長

防
衛
医
科
大
学
校
名
誉
教
授

国
際
医
療
福
祉
大
学
大
学
院
長

元　

慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
内
科
学
（
消
化
器
）
客

員
教
授

２
０
２
１
年
慶
應
連
合
三
田
会
常
議
員

瑞
宝
小
綬
章

細
田 

洋
一
郎（
外
50
回
）

〈
保
健
衛
生
功
労
〉

元　
（
独
）地
域
医
療
機
能
推
進
機
構
埼
玉
メ
デ
ィ
カ

ル
セ
ン
タ
ー
院
長

元　

慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
外
科
学
（
一
般
・
消
化

器
）
客
員
教
授

紫
綬
褒
章

吉
村 

昭
彦（
60
相
当
）

〈
免
疫
学
研
究
功
績
〉

慶
應
義
塾
大
学
医
学
部（
微
生
物
学
・
免
疫
学
）教
授

慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科
委
員

慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科
学
習
指
導
委
員
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ま
た
濡
木
博
士
は
、
ゲ
ノ

ム
編
集
の
分
野
に
お
い
て
も

著
名
な
功
績
を
あ
げ
て
い
ま

す
。Cas9

の
結
晶
構
造
を

解
明
さ
れ
た
の
み
な
ら
ず
、

高
速
Ａ
Ｆ
Ｍ
を
用
い
た
解
析

に
よ
り
、CRISPR-Cas9

シ

ス
テ
ム
に
お
い
てCas9

タ

ン
パ
ク
質
が
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
切
断

す
る
様
子
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム

で
捉
え
る
こ
と
に
成
功
さ
れ

ま
し
た
。
濡
木
博
士
は
臨
床

応
用
へ
と
繋
が
る
研
究
も
積

極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
Ｄ

Ｎ
Ａ
を
切
断
し
な
い
で
標
的

の
塩
基
を
編
集
す
る
技
術
で

あ
るBase editing

の
技
術

を
用
い
て
、
遺
伝
性
疾
患
で

病
因
と
な
っ
て
い
る
遺
伝
子

異
常
を
ゲ
ノ
ム
編
集
で
修
正

す
る
こ
と
で
治
療
す
る
方
法

に
つ
い
て
も
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。
実
際
に
血
友
病B

に
本

技
術
を
使
用
し
治
療
法
の
開

発
を
進
め
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
ゲ
ノ
ム
医
療
ベ
ン
チ
ャ
ー

も
設
立
さ
れ
、
ク
リ
ス
パ
ー

ガ
ン
ダ
ム
と
い
う
ゲ
ノ
ム
を

切
断
し
な
い
改
良
型Cas9

タ
ン
パ
ク
質
の
臨
床
応
用
が

目
指
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ご
講
演
後
に
は
生
理
学
教

室
の
岡
野
栄
之
教
授
や
塩
見

春
彦
教
授
、
微
生
物
学
・
免

疫
学
教
室
の
本
田
賢
也
教
授


